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玉名圏域二級水系流域治水プロジェクト

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 【熊本県】

■河道掘削、樹木伐採

熊本県では浸水被害低減のためのハード対策として、県管理河川の河道掘削及び樹木伐採を実施します。
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【施工前】 【施工後】

河道掘削イメージ



■河川整備

玉名圏域二級水系流域治水プロジェクト

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 【熊本県】

熊本県では浸水被害低減のためのハード対策として、県管理の二級河川における河道拡幅、堤防整備、堤防
強化、線形改良を実施します。

【境川】
河道拡幅
線形改良
堤防強化

【浦川】
河道拡幅
堤防強化

【菜切川】
河道拡幅
堤防強化

堤防強化（浦川、菜切川、境川）
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施工前

施工後

河川整備イメージ

線形改良（境川）

河道拡幅

堤防整備

堤防強化

尾田川

【唐人川水系】
河道拡幅
堤防整備



玉名圏域二級水系流域治水プロジェクト

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 【熊本県】

■排水機場の更新・整備
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農業農村整備事業で整備した排水機場は、優良農地の湛水被害低減に加え、周辺住民の安全安心に寄与し
ています。

一方、設置後耐用年数を大幅に経過した施設が多く、能力の低下が危惧されることから、計画的な更新整備を
進めます。

農地の湛水状況

排水機場の整備 着工前



■水田の貯留機能向上（田んぼダムの取組等）

玉名圏域二級水系流域治水プロジェクト

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 【熊本県】

人吉・球磨地域での田んぼダムの効果検証において有効性が実証されたことから、熊本県全域への展開を
図っています。

○田んぼダムに期待できる効果

○田んぼダムの仕組み

・水田の排水桝に流出量を調整する専用せき板を取り付けることで、水田に降った雨水を

一時的により多く貯留し、時間をかけてゆっくりと排水する仕組みです。
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 【熊本県】

玉名圏域二級水系流域治水プロジェクト
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■森林の整備・保全(水源涵養機能等の維持向上)
■治山施設の整備(荒廃渓流の復旧等)

森林の維持造成を通じて自然災害から地域住民の生命・財産を守るため、荒廃地等を対象とした植栽及び間伐
等の森林整備を行うとともに、令和２年７月豪雨等激甚化する豪雨や台風で被災した管内の治山施設や林地の
復旧について、特に緊急性が高い箇所を令和３年度から計画的に実施していきます。

着手前

しゅん工しゅん工

着手前着手前

しゅん工



■砂防施設の整備
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 【熊本県】

熊本県では、砂防施設を整備することで、土石流による土砂災害を防止し、河川への土砂流出の抑制を図りま
す。
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本村川
砂防堰堤イメージ写真

【唐人川水系】
砂防施設の整備

本川

支川

保全家屋



■雨水ポンプ場の耐水化

荒尾市では浸水被害の軽減・早期復旧のための対策として、雨水ポンプ場の耐水化等を実施します。
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 【荒尾市】

併設雨水ポンプ場

大島雨水ポンプ場

西原雨水ポンプ場

雨水ポンプ場の耐水化
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 【玉名市】

■河道掘削

玉名市では浸水被害低減のためのハード対策として、市管理の準用・普通河川における河道掘削を実施します。
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【境川】

【長葉川】

境川

長葉川

築地川

山田川

河道掘削イメージ 滑石排水路



■河道掘削
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 【長洲町】

長洲町では浸水被害低減のためのハード対策として、河道掘削等を実施します。
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【宮崎川】

河道掘削イメージ掘削前状況

河道横断図
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 【長洲町】

■河川整備

長洲町では浸水被害低減のためのハード対策として、準用河川宮崎川の護岸改修を実施します。
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実施箇所

現況写真



被害対象を減少させるための対策内容 【熊本県】

玉名圏域二級水系流域治水プロジェクト

11出典：国土交通省HP

■土砂災害警戒区域等の指定

住民の生命を守るため、土砂災害が発生する恐れがある土地の区域を指定しています。



被害対象を減少させるための対策内容 【玉名市】

〇立地適正化計画の策定(防災指針の策定を含む)により、災害リスクを考慮した安全なまちづくりを進める。
〇災害リスク情報(浸水想定区域等)を活用した居住誘導区域の検討。
〇居住誘導区域内外では、「防災指針」に基づく、防災・減災対策を検討。

玉名圏域二級水系流域治水プロジェクト

■玉名市立地適正化計画の策定(防災指針の策定を含む)

12出典元：国土交通省「改正都市再生特別措置法について」



■洪水浸水想定区域図の作成・周知

玉名圏域二級水系流域治水プロジェクト
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〇水害リスク情報の空白地帯の解消に向けて、水位周知河川以外の中小河川においても、洪水浸水想定区域
図をR4年3月末までに作成します。
〇作成した洪水浸水想定区域図に関しては、県ホームページで公表し住民への周知を図ります。

位置図

洪水浸水想定区域図（想定最大規模）の例

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【熊本県】

―：令和３年度に公表する二級河川

R4.3月末までに作成・公表する対象河川一覧

No 水系 河川名 関係市町

1 行末川 友田川 玉名市

2 行末川 今泉川 玉名市

3 菜切川 川登川 荒尾市

4 関川 琵琶瀬川 南関町

5 唐人川 尾田川 玉名市

6 浦川 増永川 荒尾市

7 宮崎川 宮崎川 長洲町



■ハザードマップの更新・周知

荒尾市ホームページで公表されている荒尾市総合防災ハザードマップには、最新の災害リスク情報（水害、土
砂災害等）を取り入れて随時更新し、WEB公開や戸別配布等により広く住民への周知を図ります。

玉名圏域二級水系流域治水プロジェクト
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被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【荒尾市】



■ハザードマップの更新・周知

玉名市ホームページで公表されている玉名市総合防災マップには、最新の災害リスク情報（水害、土砂災害
等）を取り入れて随時更新し、WEB公開や戸別配布等により広く住民への周知を図ります。

玉名圏域二級水系流域治水プロジェクト
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被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【玉名市】



■ハザードマップの更新・周知

長洲町ホームページで公表されている長洲町総合防災マップには、最新の災害リスク情報（水害、土砂災害
等）を取り入れて随時更新し、WEB公開や戸別配布等により広く住民への周知を図ります。

玉名圏域二級水系流域治水プロジェクト
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被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【長洲町】



■ため池ハザードマップの作成・周知

万が一ため池が決壊した場合に備えて、迅速かつ安全に避難するための参考資料として「ため池ハザードマッ
プ」を作成します。すでに作成しているため池のマップについては配布・公表し地域の防災活動に活用します。

玉名圏域二級水系流域治水プロジェクト
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被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【荒尾市、玉名市、長洲町】

出典：ため池ハザードマップの作成の手引き

＜ため池ハザードマップの作成事例＞

＜ため池ハザードマップの作成手順＞



■河川情報の充実（水位計、河川カメラ）

〇水位計、河川カメラの河川情報は防災情報くまもとや川の防災情報でリアルタイム情報を配信しています。
〇河川カメラ等の整備を実施し、住民の避難活動に資する河川情報の充実を図ります。

玉名圏域二級水系流域治水プロジェクト
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被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【熊本県】

防災情報メールサービ
スがあなたのケータイ
へ安心を届けます。

熊本県では、県民の
皆さまの携帯電話、ス
マートフォンやパソコン
に県内の気象警報・注
意報や土砂災害警戒
情報、地震情報、河川
水位情報を配信する
『熊本県防災情報メー
ルサービス』を実施して
います。

https://portal.bousai.pref
.kumamoto.jp/



https://portal.bousai.pref
.kumamoto.jp/timeline

■タイムラインの作成、実効性確保
■マイ・タイムラインの作成支援

玉名圏域二級水系流域治水プロジェクト
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タイムラインが策定されていない防災関係機関において策定を支援します。
また、住民一人一人が主体的に避難活動を実施できるようにマイ・タイムラインの作成を推進します。

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

マイ・タイムラインは
大雨や台風などの自然
災害から私たち自身を
守るための防災行動計
画です。

あなたと家族の避難
行動をあらかじめまと
めておくことで、いざと
いう時あわてずに避難
できます。

ガイドブックを見なが
ら「5段階の警戒レベ
ル」や「ハザードマップ
（防災マップ）」を確認し
て、シートを作成してみ
ましょう。

【熊本県、荒尾市、玉名市、長洲町】



被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

玉名圏域二級水系流域治水プロジェクト
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洪水浸水想定区域内に存在し市町村の地域防災計画に位置付けられた要配慮者利用施設において、避難確
保計画の作成と避難訓練の実施を支援します。

https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/105/51655.html

【熊本県、荒尾市、玉名市、長洲町】

■要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保



■防災情報伝達手段の強化・防災拠点の整備

荒尾市では、市民の皆様の更なる安全で安心な暮らしを実現するため、防災に関する情報を迅速、確実に伝
達する防災情報伝達システムの運用を令和３年４月から開始しました。これは、屋外スピーカーや戸別受信機、
スマートフォン向けの防災アプリなど、これまでの登録制メールや市のホームページに加えて、複数の手段を用
いて、情報を発信するものです。
また、災害対策本部の機能維持など防災拠点の強化維持のため、大規模災害による停電に備え、太陽光発
電や蓄電池を整備しています。
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被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【荒尾市】

電池容量：６００ｗｈ

電池容量：５６５６ｗｈ

【ポータブル蓄電池】



■避難訓練・防災教育の実施等

荒尾市では、平成１９年から防災関係機関との連携強化等を目的に、自主防災組織など住民が参加して総合
防災訓練を行っています。また、地区防災計画の策定支援や出前講座を通じて、ハザードマップやマイタイムラ
インなどを説明し、住民への防災啓発を行っています。
更に、自主防災組織の相互支援体制の強化や行政との連携促進を目的に、自主防災組織連絡協議会を令和
４年２月に設立しました。令和３年１０～１１月には、長洲町と合同で防災士養成講座を行い、地域の防災リー
ダーの育成を図りました。
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被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【荒尾市】

自主防災組織連絡協議会
の設立総会

避難所運営訓練【総合防災】

出前講座

防災士養成講座

要支援者搬送訓練【総合防災】 地区防災計画策定支援


